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尋

ち

？

」茎

天

の

署

響
』彗

み
な
さ
ま
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん

か
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

お
か
げ
で
、
本
会
が
設
立
さ
れ
て
、
は
や

２
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
事

業
地
の
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
で
現

地
の
人
た
ち
と
共
に
，
生
活
環
境
や
教

育
環
境
な
ど
の
改
善
の
た
め
の
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
「
５
年
度
の
事
業
も
順
調
に
終

え
、
去
る
５
月
９
日
の
総
会
で
、
平
成
１

５
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
そ
し
て

平
成
１
６
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
書
な

ど
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
を
借

り
ま
し
て
、
み
な
さ
ま
に
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
中
心
事
業
の

一
つ
で
あ

り
ま
す
ラ
オ
ス
で
の
活
動
に
つ
い
て
、
２

ぺ
―
ジ
か
ら
特
集
し
て
お
り
ま
す
。
お

読
み
い
た
だ
い
て
、
ぶ
三
思
見
ム
」感
想
な

ど
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
幸
い

で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【平
成
■
５
年
度
事
業
報
告
】

（１
）
貧
困
と
麻
薬
文
化
撲
減
の

た
め
の
提
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
職
業
訓
練
所
セ
ン
タ
ー
建
設

（立
正
佼
成
会
助
成
）

（タ
イ
・パ
タ
ュ
ム
タ
ニ
県
バ
ン
ク
ブ
ー
ア
地
区

コ
ク
リ
エ
ン
寺
内
バ̈
ン
コ
ク
よ
り
西
北
５
０
ｋｍ
）

麻
薬
中
毒
患
者
が
病
院
で
治
療
を
受
け

た
後
、
社
会
復
帰
を
可
能
に
す
る
職
業

訓
練
所
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
行
っ
た
。
ま

た
、
ム
エ
タ
イ
倶
楽
部
（和
田
武
彦
代

表
）
か
ら
寄
付
を
受
け
、
机
・い
す
を
進

呈
し
ま
し
た
。

（ム
エ
タ
イ
倶
楽
部
か
ら
の
机
・い
す
）

②
事
前
調
査

（ベ
ト
ナ
ム
・ブ
ン
タ
オ
省
）

麻
薬
中
毒
、
Ｈ
Ｉ
ｖ
感
染
、
口貝
春
な
ど
に

関
係
す
る
人
た
ち
の
収
容
所
の
視
察
。

（２
）
教
育
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
小
学
校
建
設

（ラ
オ
ス
・サ
バ
ナ
ケ
ー
ト
県
サ
イ
フ

オ
ウ
ホ
ン
地
区
フ
オ
ン
ソ
ン
ホ
ン
村
）

小
学
校
の
再
建
設
を
行
い
ま
し
た
。
教

室
は
６
室
、
つヽ
ち
３
教
室
は
日
本
郵
政

公
社
か
ら
の
寄
付
金
、
２
教
室
は
日
本

の
あ
る
寺
か
ら
の
寄
付
、
１
教
室
は
本

会
に
よ
り
ま
す
。
な
お
、
１
２
月
に
ワ
ー

ク
キ
ヤ
ン
プ
の
参
加
者
が
小
学
校
建
設

の
協
力
を
行
い
ま
し
た
。

（３
）農
業
地
域
開
発
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

①
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー

（タ
イ
・メ
ホ
ソ
ン
県
バ
ン
マ
パ
ー
郡

ワ
ナ
ル
ボ
村
）

父
財
）日
本
国
際
協
力
財
団
助
成
）

ビ
ル
マ
と
の
国
境
に
近
い
村
に
農
業
指

導
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
し
た
。
雨
期

に
お
け
る
遅
延
、
自
動
車
事
故
な
ど
で

手
間
取
り
、
少
々
遅
れ
て
完
了
し
ま
し

た
。
今
後
有
機
栽
培
指
導
を
全
県
的
に

行
う
た
め
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

②
牛
銀
行
開
設

―

ラ
オ
ス
・サ
バ
ナ
ケ
ー
ト
県
サ
イ
フ

オ
ウ
ホ
ン
地
区
フ
オ
ン
ソ
ン
ホ
ン
村

＝̈

ベ
ト
ナ
ム
・ラ
ム
ド
ン
県
サ
ラ
ッ
ト

地
区
ラ
ッ
ト
村
３
１
ホ
ー
族
）

《
牛
銀
行
と
は

》

牛
銀
行
開
設
の
目
的
は
、
貧
し
い
家

庭
に
牛
を
供
与
し
、
子
ど
も
を
学
校

に
行
か
せ
る
こ
と
で
す
。
村
人
は
子

牛
を
成
牛
に
育
て
、
販
売
し
、
売
却
料

金
の
半
分
を
も
ら
え
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
売
却
料
金
の
残
り
の
半
分
は
、
村

会
が
管
理
し
、
小
学
校
の
管
理
・維
持

な
ど
の
た
め
に
使
い
ま
す
。

（４
）保
健
衛
生
に
関
す
る

事
前
調
査

（タ
イ
・チ
エ
ン
マ
イ
県
）

貧
困
と
保
険
衛
生
の
関
連
調
査
は
来

年
２
０
０
４
年
度
に
順
延
し
ま
し
た
。

（５
）
自
主
事
業

（ワ
ー
ク
キ
ヤ
ン
プ
）

本
会
で
の
事
業
現
場
で
、
村
人
と
文

化
・交
流
・技
術
の
交
換
を
通
し
た
ワ
ー

ク
キ
ヤ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
ラ
オ
ス
・フ
オ
ン
ソ
ン
ホ
ン
村

小
学
校
の
建
設
協
力
と
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
実
施
し
、
村
人
と
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

②
ベ
ト
ナ
ム
・ラ
ッ
ト
村
３
１
ホ
ー
族
）

白
鳳
女
子
短
大
生
を
中
心
に
少
数
民

族
の
生
計
を
支
援
す
る
た
め
の
牛
銀
行

開
設
、
植
樹
と
ダ
ラ
ッ
ト
大
学
学
生
と
の

交
流
な
ら
び
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い

ま
し
た
。

【平
成
Ｉ
５
年
度
収
支
決
算
報
告
】

科 目 決算

1会費収入 868,000

2=寄付金収入 2,075,213

3助成金収入 3,386,000

4自主事業収入
5雑収入 0

6繰越金 1,350,029

収入合言憫 8,558,876

科 目 決算

1事業費 7,417,962

2管理費 932,450

支出合計(B) 8,350,412

収入合細 8,558,876

支出合計0) 8,350,412

残高 (AB) 208,464
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ラ

オ

ス

特

集

（ラ
オ
ス
の
子
ど
も
達
）

ラ
オ
ス
勝
ご
ん
な
国
？

ラ
オ
ス
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
内
陸

に
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
話
題
に
上
が

ら
な
い
国
で
、
ユ東
に
ベ
ト
ナ
ム
、
西
に
メ
コ

ン
川
を
は
さ
ん
で
タ
イ
、
北
に
中
国
、
南

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
、
周
囲
を
固
め
ら
れ
て

お
り
、
出
口
が
な
い
感
Ｅ
が
し
ま
す
。

数
十
年
ほ
ど
前
に
フ
ラ
ン
ス
が
ラ
オ
ス

を
植
民
地
に
し
、
ラ
オ
ス
人
が
反
仏
運

動
を
防
ぐ
た
め
に
、
「愚
民
政
策
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
ラ
オ
ス
人
に
教
育
を
受

け
さ
せ
な
い
方
策
の
影
響
で
教
育
制
度

の
確
立
が
と
て
も
遅
れ
て
い
ま
す
。
十
分

な
教
育
が
施
さ
れ
な
い
か
ら
、
現
在
で

も
自
然
・社
会
・経
済
分
野
に
お
い
て
人

材
が
か
な
り
不
足
し
て
い
ま
す
。

面
積
は
日
本
の
本
州
と
ほ
ぼ
同
じ
く

ら
い
で
す
が
、
人
口
は
約
５
０
０
万
人
で

す
。
こ
の
少
な
い
人
口
の
中
か
ら
、
医
学
、

農
業
、
経
済
な
ど
の
分
野
で
優
秀
な
人

材
は
、
（ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
が
）
海
外

で
研
修
を
受
け
さ
せ
ま
す
。
残
念
な
こ

と
に
、
海
外
滞
在
を
終
え
た
後
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
そ
の
専
門
分
野
に
帰
る
こ
と

な
く
、
つ
ま
り
専
門
職
か
ら
は
な
れ
て
、

役
所
の
行
政
の

一
般
職
に
つ
い
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
た
め
各
専
門
分
野
の
レ
ベ
ル

は
停
滞
し
た
ま
ま
で
、
国
全
体
と
し
て
の

発
展
を
望
む
に
は
、
か
な
り
困
難
な
状

況
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〈
つ
、
日
本
の
外
務
省
が
政
府
開
発
援

助
と
し
て
、
ラ
オ
ス
の
国
へ
の
支
援
の
第

一
重
要
項
目
に
挙
げ
て
、
力
を
注
い
で
い

る
事
業
は
、
「人
造
り
」
で
す
。
と
に
か
く

ラ
オ
ス
に
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て

人
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

う
オ
ス
・フ
ォ
ン
ソ
ン
ホ
ン
村

そ
こ
で
、
平
成
１
５
年
度
、
本
会
は
、

中
南
部
の
サ
バ
ナ
ケ
ー
ト
県
サ
イ
フ
オ
ン

ソ
ン
地
区
フ
オ
ン
ホ
ン
ソ
ン
村
で
、
教
育

環
境
の
整
備
と
、
人
材
育
成
の
基
礎
作

り
の
た
め
に
、
小
学
校
建
設
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

サ
バ
ナ
ケ
ー
ト
県
の
教
育
省
局
長
な

ら
び
に
村
長
か
ら
小
学
校
を
建
設
し
て

ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
ア
イ
ユ
ー
ゴ
ー
ラ

オ
ス
代
表
の
カ
ッ
フ
ア
氏
を
通
じ
て
事
務

局
に
届
き
ま
し
た
。
視
察
し
て
み
る
と
、

小
学
校
は
崩
壊
寸
前
で
放
置
さ
れ
、
子

供
た
ち
は
村
の
寺
で
、
す
し
詰
め
状
態

で
合
同
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

村
の
人
た
ち
と
話
し
合
い
、
５
ク
ラ
ス

（１
学
年
１
ク
ラ
ス
）
が
別
々
に
授
業
を

行
え
る
よ
う
に
、
そ
し
て
職
員
室
も
加

え
て
６
部
屋
を
新
築
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
村
人
た
ち
が
主
に
な
っ
て
設
計

し
、
工
事
計
画
を
立
て
、
グ
ル
ー
プ
を
決

め
て
、
一父
代
で
工
事
に
参
加
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

日
本
人
か
ら
見
る
と
ゆ
っ
く
り
し
た

ペ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
、
村
人
た
ち
は
本
当

に
小
学
校
を
建
て
た
い
と
願
い
、
実
現
し

て
く
れ
ま
し
た
。

調

査

報

告
（抄
）

ア
イ
ユ
ー
ゴ
ー
副
代
表
理
事

中
西

省
吾

う
オ
ス
・フ
ォ
ン
ソ
ン
ホ
ン
村

に
つ
い
て

・人
口
‥

５
６
０
人

、
１
１
０
世
帯

・職
業

　

人
口
９
９
％
が
農
民

（他
先
生
等
）

・民
族
　
ラ
オ
族

・治
安

‥
犯
罪
無
し
、
物
な
く
な
ら
な
い

・困
つ
て
い
る
占
Ｔ

学
校
が
無
い
（教
育
環
境
が
悪
い
）

井
戸
が
遠
い
（村
よ
り
ｌ
ｋ
ｅ

道
が
悪
い
（地
道

１
５
ｋ
ｍ
、
内
特
に

悪
路
４
ｋ
ｍ
が
ひ
ど
い
）

・就
労

‥
１
８
～
３
５
才
の
若
者
３
０
名

は
村
で
農
業
、
１
５
～
２
０
名
は
国
内

で
工
場
、
特
に
女
性
は
ミ
シ
ン
を
使
う

仕
事
、
ま
た
、
タ
イ
に
３
０
～
４
０
名

が
建
設
関
連
の
仕
事
で
出
稼
ぎ

・
一
日
の
賃
金
‥

村
内
の
稲
刈
り
＝
１
５
５
円

タ
イ
で
出
稼
ぎ
＝
２
６
０
円

・燃
料
‥

ト
ラ
ク
タ
ー
（耕
運
機
）デ
ィ
ー
ゼ
ル

軽
油
１
リ
ッ
タ
ー
＝
４
７
円
害
同額
）

・収
入
‥
米
（「
家
族

平
均

ｒ
“
栽
培
）

平
均
１
家
族
年
１
０
４
２
０
円

血
塾
要
聡
聾
酸
に
つ
い
て

・り
―
ダ
ー
‥
プ
ー
カ
オ
村
長

・建
築
リ
ー
ダ
ー
ー
ク
ケ
オ
氏
（過
去
ビ

エ
ン
チ
ヤ
ン
で
律
勢
降〈
本
社
に
勤
落
じ

・建
築
指
導
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
教
え
が
欲
し
い

・建
設
協
力
は
稲
刈
り
が
早
く
終
わ
っ
た

人
か
ら
順
次
行
う
。

・日
本
人
の
訪
間
に
期
待
す
る
こ
と

親
類
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
欲
し

い
。

・交
流
文
化
事
業
‥
食
文
化
と
踊
り

■
路
彗
里
監
壼
晉
標
に
伝
え
た
こ
こ

「
子
供
は
地
球
の
宝
で
あ
り
、
国
の
、

村
の
宝
で
あ
り
ま
す
。
ア
イ
ユ
ー
ゴ
ー

は
学
校
作
り
に
よ
り
、
子
供
た
ち
が
安

心
し
て
勉
強
で
き
、
す
ば
ら
し
い
人
と

な
る
よ
う
に
支
援
し
た
い
。
又
、
一父
流
を

通
Ｅ
て
、
互
い
に
学
び
あ
い
ま
し
ξ
つ
。
」

村
長
に
「ど
ん
な
村
に
な
る
と
良
い
と

思
い
ま
す
か
？
」と
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
今
の
私
（私
た
ち
）
に
は
考
え
つ
か

な
い
で
す
。
そ
の
夢
を
考
え
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
子
供
た
ち
に
教
育
を
与

え
て
や
り
た
い
の
で
す
。
教
育
こ
そ
が
村

を
豊
か
に
す
る
始
ま
り
で
す
。
今
ま
で

村
人
に
い
ろ
い
ろ
な
共
同
で
行
う
提
案

を
出
し
て
み
た
が
、
な
か
な
か
理
解
し

て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
学
校

を
作
る
と
言
う
こ
と
は
す
ぐ
理
解
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
み
ん
な
教

育
は
人
事
だ
と
思
っ
て
い
る
証
し
だ
と

思
い
ま
す
。
」

私
が
村
Ｋ
か
ら
学
ん
だ
こ
こ

こ
の
こ
と
を
聴
き
、
今
の
日
本
に
は

失
わ
れ
て
い
る
重
要
な
事
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
食
べ
る
事
が
、
や
っ
と
の
生

活
の
中
で
教
育
の
重
要
性
を
実
行
す
る

村
人
の
す
ご
さ
を
学
ん
だ
旅
で
し
た
。

|:憫1鶴偏 L:
（新
築
さ
れ
た
校
舎
で
お
祝
い
）
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《ｎ７日ムツキ電ＦＬ二葛鈍相生百
》

未
典
べ
架
け
よ
う
′
心
の
橋

ラ
オ
ス

ｏフ
ォ
ン
ソ
ン
ホ
ン
村

ア
イ
ユ
ー
ゴ
ー
で
は
、
昨
年
１
２
月
１
９

日
～
２
４
日
の
間
に
、
小
学
校
の
建
設
協

力
と
牛
銀
行
の
開
設
の
た
め
田
中
団
長

に
よ
る
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま

し
た
。
牛
銀
行
開
設
で
は
ワ
ー
ク
キ
ヤ
ン

プ
参
加
者
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
牛

を
購
入
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（村
人
に
供
与
さ
れ
た
子
牛
）

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
７
に
参
加
し
て

ア
イ
ユ
ー
ゴ
ー

顧
問

ワ
ー
ク
キ
ヤ
ン
プ
団
長

田
中

正
明

一
行
７
名
の
団
長
を
仰
せ
つ
か
り
責

任
の
重
さ
を
感
じ
な
が
ら
の
参
加
と
な

っ
た
。
病
気
の
方
も
主
治
医
か
ら
Ｏ
Ｋ
が

出
て
安
心
し
て
出
発
で
き
た
。

７
名
の
内
訳
は
７
０
代
、
６
０
代
、
５
０

代
、
３
０
代
、
２
０
代
の
各
１
名
、
１
０
代

（中
学
生
）
２
名
で
、
牛
銀
行
開
設
の
事

業
の
た
め
に
新
田
代
表
も
同
行
と
云
う

珍
し
い
年
齢
構
成
と
な
っ
た
。

日
本
か
ら
３
７
時
間

関
空
を
深
夜
１
時
に
出
発
、
早
朝
バ
ン

コ
ク
に
到
着
、
国
内
線
に
乗
り
換
え
、
ウ

ボ
ン
タ
一べ
。　
ウ
ボ
ン
タ
ニ
よ
り
車
で
約

３
０
０
Ｋ
ｍ
を
２
時
間
半
か
け
て
、
初
日
の

宿
泊
地
ム
ク
ダ
ハ
ム
市
に
到
着
し
た
。
ホ

テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
、
寝
不
足
と
疲

れ
で
夕
食
も
そ
こ
そ
こ
に
ダ
ウ
ン
。

翌
朝
、
風
の
強
い
中
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船

し
、
メ
コ
ン
川
を
渡
り
、
ラ
オ
ス
国
サ
バ

ナ
ゲ
ー
ト
市
に
入
国
し
た
。
車
で
約
１
時

間
半
悪
路
を
走
り
、
目
的
の
地
フ
オ
ン
ソ

ン
ホ
ン
村
に
無
事
到
着
し
た
。
日
本
を
「

９
日
の
深
夜
出
発
し
て
か
ら
約
３
７
時
間

目
だ
っ
た
。

骰
（ヽ

■
一

（多
彩
な
メ
ン
バ
ー
が
い
よ
い
よ
出
発
）

い
よ
い
よ
村
ベ

村
の
入
口
で
村
人
総
出
の
出
迎
え
を

受
け
た
。
そ
の
歓
迎
ぶ
り
に
は
叱
驚
し

た
。
歓
迎
式
、
少
女
達
の
舞
踊
に
続
い
て
、

通
訳
を
介
し
て
自
己
紹
介
が
あ
っ
た
。

（村
人
総
出
の
出
迎
え
に
び
っ
く
り
）

そ
の
後
、
小
学
校
建
設
現
場
視
察
、
作

業
行
程
の
打
ち
合
わ
せ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
割
当
等
忙
し
い
１
日
だ
っ
た
。

工
室
洒
僣
場
に
て

翌
朝
早
く
建
設
現
場
に
集
合
、
作
業

進
行
状
況
確
認
し
作
業
を
開
始
し
た
。

７
名
は
鉄
筋
加
工
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
、
セ

メ
ン
ト
運
搬
に
分
か
れ
従
事
し
た
。

工
事
が
大
分
遅
れ
て
い
る
よ
う
な
の

で
、
工
程
を
守
る
よ
う
に
責
任
者
に
指

導
す
る
も
、
の
ん
び
り
し
た
も
の
で

一

向
に
進
め
る
気
配
な
し
、
先
が
思
い
や

ら
れ
る
。
２
２
日
の
午
前
中
は
昨
日
の
作

業
を
引
き
続
き
従
事
し
、
午
後
は
親
善

サ
ツ
カ
ー
試
合
が
行
わ
れ
、
我
が
方
か

ら
も
若
手
３
名
が
参
加
し
た
。

作
業
の
合
間
を
見
て
村
の
老
人
と
手

振
り
足
ま
ね
で
雑
談
し
た
が
、
２
フ
ン
ス

の
植
民
地
政
策
で
ま
と
も
に
教
育
を
受

け
て
い
な
い
の
か
、
文
字
を
読
め
る
人
が

「
０
人
中
１
人
位
で
あ
っ
た
。
若
い
人
は

そ
れ
に
引
き
換
え
教
育
に
は
非
常
に
熱

心
で
あ
っ
た
。

村
Ｋ
こ
の
交
流

夜
は
村
民
の
主
だ
っ
た
人
が
村
長
宅

に
集
合
、
我
々
の
為
に
、
晩
餐
会
を
開
催

し
て
く
れ
た
。
始
め
に
村
の
長
老
（１
０

ｏ
歳
）が
ラ
オ
ス
式
の
厄
除
祈
祷
を
私
達

一
人

一
人
に
祈
っ
て
い
た
だ
い
た
。
祈
祷

終
了
後
食
事
と
な
り
夜
遅
く
ま
で
懇
親

会
が
続
い
た
。

（白
い
帽
子
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
団
長
）

２
３
日
い
よ
い
よ
お
別
れ
の
日
と
な
っ

た
。
お
み
や
げ
、
記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り
、

新
田
代
表
と
村
長
に
よ
る
牛
銀
行
開
設

の
調
印
式
を
終
え
て
、
昼
前
に
名
残
を

惜
し
み
つ
つ
、
村
を
後
に
し
た
。

初
め
て
訪
間
す
る
ラ
オ
ス
な
の
で
、
知

識
は
ま
っ
た
く
無
か
っ
た
が
、
「
百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
」
の
古
語
の
通
り
の
結
果

と
し
て
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
。

特
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

一
般
家
庭
の

生
活
の
中
に
入
り
、
寝
食
を
共
に
し
た

体
験
は
二
日
間
と
短
い
時
間
で
あ
っ
た

が
、
貴
重
な
事
で
あ
っ
た
。

現
地
は
静
か
な
過
疎
地
の
農
村
で
、
田

舎
特
有
の
人
情
味
あ
ふ
れ
る
も
の
を
ひ

し
ひ
し
と
感
Ｂ
た
。
５
０
年
、
い
や
６
０
年

前
の
日
本
の
農
村
を
思
い
出
し
た
。

軒  |
懲 ‐

（無
事
完
成
し
た
小
学
校
）

小
学
校
建
設
工
事
は
、
村
人
の
協
力

で
進
行
し
て
い
る
が
、
３
月
完
成
が
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。
３

月
中
に
完
成
す
る
と
い
う
責
任
者
の
言

葉
を
信
じ
て
期
待
す
る
こ
と
と
し
た
。

も
う

一
度
訪
ね
ま
す
か
と
問
い
あ
れ
ば
、

私
は
す
ぐ
に
行
き
ま
す
と
答
え
ま
す
。

―■―́
~

ゞ

勉
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【平
成
Ｉ
Ｏ
年
鷹
事
業
計
画
】

（１
）
貧
困
と
麻
薬
文
化
撲
滅
の

た
め
の
代
替
事
業

①
職
業
訓
練
所
セ
ン
タ
ー
建
設

（ベ
ト
ナ
ム
・プ
ン
タ
オ
省
）

麻
薬
中
毒
患
者
た
め
の
職
業
訓
練

所
セ
ン
タ
ー
の
建
設
。

（２
）
教
育
支
援
事
業

①
小
学
校
屋
根
建
設
（ラ
オ
ス
・ナ
チ
ッ
ク
せ

小
学
校
の
屋
根
建
設
。
３
教
室
の
屋

根
の
資
材
費
を
協
力
支
援
。

②
小
学
校
へ
の
教
育
資
材
供
与

（ラ
オ
ス
・フ
オ
ン
ソ
ン
ホ
ン
村
）

昨
年
度
完
成
し
た
小
学
校
に
机
や

椅
子
を
供
与
。

（３
）
農
業
地
域
開
発
事
業

①
農
業
指
導
時
の
宿
泊
施
設
建
設

（タ
イ
・ワ
ナ
ル
ボ
村
）

農
業
セ
ン
タ
ー
有
機
農
法
を
学
ぶ

遠
隔
地
の
村
人
の
た
め
。

②
タ
イ
北
部
に
お
け
る
少
数
民
養

カ

レ
ン
族
）の
住
民
参
加
型
農
村
開
発

（タ
イ
・ム
ア
ン
パ
ン
村
）

山
岳
地
帯
の
少
数
民
族
自
ら
が
参

加
し
て
有
機
農
法
を
取
り
入
れ
、

経
済
的
自
立
と
環
境
保
全
を
図
る

た
め
の
農
村
開
発
の
支
援
。

③
井
戸
建
設
な
ら
び
に
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
設
置
工
事
に
よ
る
ウ
オ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
設
置

（ラ
オ
ス
・フ
ォ
ン
ソ
ン
ホ
ン
せ

生
活
用
水
確
保
の
た
め
の
井
戸
と

集
積
タ
ン
ク
な
ら
び
に
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
設
置
。
水
の
安
定
供
給
と

生
活
改
善
支
援
を
行
う
。

（４
）
日
本
の
国
際
協
カ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ヘ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
の
参
画
（タ
イ
・パ
ト
ン
ガ
ム
村
）

日
本
青
年
会
議
所
東
広
島
青
年
会

議
所
主
催
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・ト
レ
ー
二

ン
グ
事
業
（集
会
所
建
設
）
に
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
参
画
。

（５
）

保
健
衛
生
に
関
す
る
事
前

調
査

ア
イ
チ
エ
ン
マ
イ
８

少
数
民
族
の
貧
困
と
保
健
衛
生
に

関
連
す
る
調
査
。

（６
）

自
主
事
業

（ワ
ー
ク
キ
ヤ
ン
プ
）

本
会
で
の
事
業
現
場
で
の
村
人
と

文
化
・技
術
交
流
を
行
う
。

①

未
来
へ
架
け
よ
う
！
心
の
橋

《
タ
イ

》

メ
ホ
ソ
ン
県
バ
ン
マ
パ
ー
郡

・日
時
　
８
月
６
日
（金
）
～
１
１
日
（水
）

・内
容

少
数
民
族
の
村
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
な
が
ら
、
有
機
農
法
と
子
供
の

教
育
に
関
す
る
活
動
を
行
う
。
現
地
の

小
中
学
校
で
実
際
に
教
壇
に
立
ち
、
算

数
、
体
育
、
音
楽
、
英
語
な
ど
の
授
業
を

行
い
、
ま
た
農
法
に
つ
い
て
の
実
践
体
験

を
行
う
。

・費
用
　
　
　
　
１
４
５
，
０
０
０
円

・募
集
人
数
　
１
０
名
位

・対
象
　
　
２
０
歳
以
上
で
、
教
育
や
有

機
農
法
に
興
味
の
あ
る
方
。

・申
込
締
め
切
り
　
７
月
１
５
日
（木
）

②

未
来
へ
架
け
よ
う
！
心
の
橋

《ベ
ト
ナ
ム
》
ラ
ム
ド
ン
県
ラ
ッ
ト
地
区

・日
時

８
月
２
２
日
（日
）
～
２
７
日
（金
）

・内
容

ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ラ
ッ
ト
大
学
の
学

生
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
「ボ
ラ
ン
丁

ィ
ア
と
は
」
を
考
え
ま
す
。
学
生
た
ち
と

一
緒
に
少
数
民
族
（コ
ー
ホ
ー
族
）
の
村

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
現
地
に

必
要
な
活
動
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
ょ

う
。

・費
用
　
　
　
１
４
５
，
０
０
０
円

・募
集
人
数
　
１
５
名
位

・対
象

　

　

２
０
歳
以
上
で
積
極
的
に

現
地
の
人
と
ヨ
ュヽ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
れ
る
方
。

・申
込
締
め
切
り

　

７
月
２
０
日
（火
）

③

未
来
へ
架
け
よ
う
！
心
の
橋

《
ラ
オ
ス

》
サ
バ
ナ
ケ
ー
ト
県

サ
イ
フ
オ
ウ
ホ
ン
地
区

，日
時
　
１
１
月
予
定

・内
容
　
ウ
オ
ー
タ
ー
シ
不
丁
ム
の

設
置
へ
の
協
力
と
交
流
。

［
お
問
い
合
わ
せ
・申
し
込
み
方
法

］

事
務
局
ま
で
電
話
・Ｆ
Ａ
Ｘ
・メ
ー
ル

に
て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

な
お
、
会
員
の
皆
様
の
参
加
費
は
、

会
員
割
引
価
格
と
な
り
ま
す
。

お

知

ら

世

（１
）関
西
Ｎ
Ｇ
Ｏ
協
議
会

私
達
ア
イ
ユ
ー
ゴ
ー
は
各
種
団
体
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
目
的
に
、
関

西
Ｎ
Ｇ
Ｏ
協
議
会
の
会
員
に
加
入
し
て

い
ま
す
。
当
協
議
会
の
催
し
な
ど
に

関
心
の
あ
る
方
は

ｅ
メ
ー
ル
で
転
送

し
ま
す
。
´
」希
望
の
方
は
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（２
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

ア
イ
ユ
ー
ゴ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
（ア
ド
レ
ス
は
下
欄

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
）

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る

方
に
是
非
ご
紹
介
下
さ
い
。

仕
事
内
容
は
、
折
込
み
、
宛
名
書
き
、

事
務
所
の
掃
除
、
ワ
ー
ク
キ
ヤ
ン
プ
の
準

備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
。

（ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
は
、
当
会
正
会

員
の
静
岡
県
在
住
の
西
原
明
美
様
に
ご

協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
と
っ
て
も
素

晴
ら
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
あ
り
が
と

２ヽ

」ざ
い
ま
す
。
）

編

集

後

記

事
務
所
で
は
エ
ア
コ
ン
も
な
く
、
暑

さ
・寒
さ
を
我
慢
し
て
新
田
代
表
ら
と
、

今
年
度
の
目
標
に
沿
っ
て
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。

昨
年
度
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
は
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
な
ど
の
問
題
も
あ
り
当
初
の
予
定

よ
り
時
期
を
遅
ら
せ
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
希
望
の
方
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。

ア
イ
ユ
ー
ゴ
ー
通
信
編
集
委
員
と
し

て
、
皆
様
に
読
み
や
す
く
、
親
し
み
の
あ

る
内
容
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
お
り

ま
す
。
ぶ
善
同
覧
の
う
え
、
皆
様
の
忌
憚
の

無
い
ご
意
見
ム
」感
想
お
寄
せ
下
さ
い
。


